
第2部のフレキシブル・プログラムは、［メモリ・イン・モーション　未来記憶］の通奏低音〈記憶と時間〉をよりリアルに理解してもらうために、演目順
を参加者の皆さんのリクエストで決定、進行するプログラムとして実施された。監修者が提示した7つのプログラムキーワードに対して参加者から
リクエストを募り、その多い順にプログラムを決定、進行した。キーワードのみの提示にしたのはランダム性を重視したため。リクエストの投票方法
は、入場時に配付した2つのピンポン玉を、休憩時に7つのキーワードが書かれた箱に投函してもらった。決定したプログラムは以下の通りとなった。

ミニレクチャー1
潜在記憶と、創造性
下條信輔

デモンストレーション
illogical flashes
タナカノリユキ

ビデオデモンストレーション
記憶の迷路
タナカノリユキ＋下條信輔

ビデオショウイング
メメント　memento
タナカノリユキ＋下條信輔

ミニレクチャー2
過去はどこにあるのか？
植村恒一郎

ミニレクチャー3
物理学では問えない問い
田崎秀一
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